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研究成果の概要（和文）：本研究では、前近代の琉球列島における、『家譜』による身分制度の展開、由緒の選
択が、どのように行われていたのか。中世から近代にかけて、また日中両国の支配秩序が重なり合う境界領域で
あることを踏まえ、検討することを目的とした。
調査では、とりわけ鹿児島および琉球両者の影響を受けた奄美地域の位相を明らかにするため、集中的な調査を
実施した。
結果、家譜の整理・分類などから、奄美地域における身分意識の選択・形成は、中世期における出自・経緯をも
とに、近世における支配秩序と接続しつつ創出されるものの、時にそれは固定的ではなく、必要に応じ再編・強
化を伴い編纂物としての家譜の作成に影響していたことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the status system in the Ryukyu Islands in 
the pre-modern period. In particular, we examined how the development and selection of status was 
conducted. This examination was based on the fact that the Ryukyu Islands are a border region where 
the ruling orders of both China and Japan overlapped.
The research was conducted intensively to clarify the phases of the Kagoshima and 
Ryukyuan-influenced Amami areas in particular.
As a result, the status in the Amami region was created based on the family origins in the medieval 
period and influenced by the ruling orders of Ryukyu and Kagoshima in the early modern period. It 
became clear that the family history was not fixed, but was restructured and strengthened as needed,
 and influenced the compilation of family histories.

研究分野： 琉球史

キーワード： 身分制　琉球　奄美　境界領域　家譜　鹿児島
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研究成果の学術的意義や社会的意義
家譜を分析対象とした本研究により、①日中の境界領域であった琉球列島において身分は、中世以来の由緒をも
とにしつつ、受容する支配秩序にあわせて選択的に創出されること。②創出後もかかる時代の状況や個人の要請
にあわせ、再度の編成や創出が選択されうることが確認できた。
選択的な身分およびそれに根ざす身分意識の獲得は、国家間の緩衝地帯であり境界領域である琉球列島の身分制
を特徴づけており、人びとのアイデンティティーは、ゆれ動きながら、ふさわしいと思う形に変容、追加され、
時にそれは支配秩序間を選択的に行き来させる可能性を持つところに特徴を見いだせることが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近世琉球は、これまでの研究によって日本・中国
という二つの大国に影響されながら、独自の体制・
制度を形成し、近世東アジアの主要なプレイヤーの
一つとして存続してきたことが明らかにされてき
た。この琉球社会を内部において支えていた主要な
制度の一つが、士・農という二つの身分からなる身
分制度であった。琉球の身分制度の最大の特徴は、
17 世紀末の系図座の設置とそれによる「家譜」編
纂、また公的な管理の開始を契機としており、家譜
を所持するか否かに基づく厳格な制度として展開
した点が指摘されてきた。 

研究代表者はこれまでに、琉球の身分制が『家譜』
の所有／非所有による明確な腑分けを行う強固な
制度的特徴を持つ一方、技術者や職能者など、本来
は士身分ではなかった人びとが、その必要性から士
身分を許可されていくという、柔軟な身分移動があ
ったこと、それは日本で見られた郷士格や名字・帯刀
の許可といった一部士族の身分表象を付与するような限定的な形とは異なる、完全な士身分へ
の変更であったことなどを明らかにしてきた。 

このように日本とは異なる家譜による身分制度を展開した琉球を前提に、日中の支配秩序が
ぶつかる領域（＝境界領域）である琉球列島では、どのような身分秩序・運用・表象がなされて
いたのか。境界領域における身分制のありようや地域間における相違、相互の影響関係の解明は、
近世東アジアの社会制度像の空白を埋めるための重要な課題となっている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、大きくは日本や琉球の近世社会の特徴として指摘されてきた身分制の問題につ
いて、時間的には近世に前後する中世や近代へとどのように連続／非連続していたのか。また、
地域毎の身分制度の展開や相互の影響関係は、琉球列島という日本と中国という二つの支配秩
序がぶつかりあう境界的な領域においてどのように発現していたのかを明らかにすることを目
指した。 

とりわけ、各地域では、形式的には異なりながらも共通して家譜が編纂されており、自らの系
統関係や由緒を示すものとして重視されている。というのも、各地域では、身分の裏付けが『家
譜』を通じて行われており、その中では、中世の記録（記憶）が取捨選択され、時に有意な支配
秩序に影響されながら別の物語への読み替えをともないながら展開していたからである。すな
わち、本研究の最大の目的は、せめぎ合う秩序のなかでいかなる選択をもって『家譜』という身
分を証明する文書が編纂・運用されていたのか、その時間的・空間的位相を明らかにしようとす
るものであった。 

 

３．研究の方法 

 研究を進めるにあたって、これまで琉球における記憶・系譜の選択・編成過程を取り扱ってき
た山田（研究代表者）と、奄美および鹿児島での問題を取り扱ってきた高江洲・畑山（研究分担
者）が相互に協力し、①琉球で作成された『家譜』（唐系格）、②奄美群島の郷士となった家々が
作成した『家譜』（和系格・唐系格）、③島津家およびその家臣団、郷士が作成した『家譜』（和
系格）について合同調査を実施し、検討を深めていくこととした。 
当初計画では、山田が各地域の家譜の悉皆的な調査を実施するとともに、畑山が中世から近世

へといたる過程で、島津家家臣団がどのように自らの来歴を表出し記録化（家譜作成）していっ
たのか、高江洲は近代への移行にあって近世的な身分がどのように解体または再生産されてい
ったのかという問題に取り組むこととしていた。初年度には、当初計画に合わせて沖縄・奄美諸
島内の徳之島・東京での合同調査を実施し一定の資料を収集したが、全国的な新型コロナウイル
スの流行によって引き続いての調査が頓挫し、２～３年度は基本的に初年度に収集した資料の
分析や比較をオンライン会議などによって検討を深めることとなった。また、悉皆的な史料調査
を変更し、明らかになりつつあった境界領域としての特性が顕著に見られる奄美諸島の家譜を
集中的に分析することとした。研究の４～５年度では、徳之島や奄美大島における調査を実施し、
家譜編纂の特徴とそこに見られる形式の比較や由緒における記憶の選択、再解釈の過程を合同
で分析した。 
 
４．研究成果 
 奄美系家譜の集中的な調査を通して、奄美における家譜編纂の多様な状況が確認されるとと

東アジアにおける身分制概念図 



もに、琉球や鹿児島（日本）における家譜編纂の影響がどのように見られるかについて分析を行
った。奄美系家譜における家譜編纂は、特に二つの形式（和系格と唐系格）に基づく形で進めら
れていた。代表的なものとして、徳之島に伝来した「奥山家系図」にみえるような和系格、奄美
大島大和村に伝来した「宇宿大親家譜系図」にみえる唐系格である。 
 薩摩藩の藩吏（横目）として徳之島に赴任した奥山八左衛門の子供を祖とする奥山家伝来の
「奥山家系図」は、子孫の政が岡前与人就任時（1803）に作成したもので、一族の官吏としての
栄達と鹿児島へ渡った機会を利用して編纂されたものであった。系図の前半は、薩摩藩士であっ
た鹿児島奥山家の家譜を引き継いで記載している。 

  

 一方で、1609 年の島津氏による琉球侵攻以前に奄美大島へと渡った宇宿大親を祖とする和家
は、近世にいたっても大島内の有力な役人層をなす家であった。和家には、伝来するだけで４種
類の家譜（系図）が残され、和系格の系図（「和家系図」）は 16 世紀後半からの記録を持つ。ま
た、唐系格で編纂された「宇宿大親家譜系図」は、琉球で編纂された世代を中心とする家譜と近
似する特徴を持っている。年号も琉球で正統とみなされた「中国年号」を用い、1768 年に編纂
されたことが序文に記されている。 

 異なる編纂方法をもつ二種類の系図は、中世以来の家の記憶（記録）をとりまとめながら、そ

れぞれの家にとって有意とみなす（薩摩または琉球の）編纂秩序を模倣または倣うことで作られ

ていた。これらは、島役人を輩出する家柄としての正統性を高めるために戦略的に選択されてい

たことが推察された。両者に代表される個別の選択は、上位とみなした編成秩序への接近であり、

境界領域にあって権力関係に翻弄されたものと捉えるか、はたまたマージナルな属性を持つ境

界人としての主体的な選択と捉えるかは表裏の関係であると言える。2つの、かつ二重の文化的

な中心と周縁の境目（＝境界領域）に位置した奄美では、複数の支配的な秩序が影響を与えてお

り、有意とみなす秩序の選択を自らの由緒に引き付けて行うという現象を確認することができ

たと言える。 

「奥山家系図」（徳之島町郷土資料館所蔵） 

「和家系図」「宇宿大親家譜系図」（大和村教育委員会寄託） 
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